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　本年、10月9日に発表されたノーベル化学賞を、旭化成株式会社名誉フェローの
吉
よし

野
の

 彰
あきら

氏が受賞することに決まりました。
　日本人のノーベル賞受賞は、2018年生理学・医学賞の本庶佑氏に続き2年連続
であり、受賞者数は計27人（※1）となりました。自然科学系3賞においては、21世紀
に入ってから、アメリカに次いで2番目に多い受賞者数となっています。
　この度の受賞を受け、安倍内閣総理大臣及び萩生田文部科学大臣から、コメン
ト等を発表しました。
　授賞式は、12月10日にスウェーデン・ストックホルムで開かれ、受賞に当たって
賞ごとに計900万スウェーデン・クローナ（約1億円）（※2）の賞金等が贈られること
となります。
 （※1　米国籍の南部陽一郎氏及び中村修二氏を含む）
 （※2　1スウェーデン・クローナ：約10 .79円で換算（2019年10月9日現在））

ノーベル化学賞に
吉野 彰 氏

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
立
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
2
0
1
9
年
の
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
旭
化
成

株
式
会
社
名
誉
フ
ェ
ロ
ー
・
名
城
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
教
授
の
吉
野
彰
氏
に
授
与

す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

受
賞
理
由
は「
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
開
発
に
つ
い
て
」と
な
っ
て
お
り
、「
吉
野
彰
氏

は
1
9
8
5
年
に
最
初
の
商
業
的
に
実
用
可
能
な
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
作
製
し
た
。

そ
の
結
果
、
軽
量
で
長
持
ち
す
る
バ
ッ
テ
リ
ー
が
得
ら
れ
、
機
能
が
低
下
す
る
ま
で
何
百
回

も
充
放
電
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ワ
イ
ヤ
レ
ス
で
化
石
燃
料
に
頼
ら
な
い
社

会
の
基
盤
を
築
き
、人
類
に
多
大
な
利
益
を
も
た
ら
し
て
い
る
。」と
し
て
評
価
し
て
い
ま
す
。

吉
野
氏
が
開
発
し
た
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は
、
携
帯
機
器
や
電
気
自
動
車
等
に
不
可

欠
な
も
の
で
あ
り
、
人
々
の
生
活
に
豊
か
さ
を
も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
、
温
室
効
果
ガ
ス
や

排
気
ガ
ス
の
削
減
に
寄
与
す
る
な
ど
、
人
類
全
体
に
多
大
な
恩
恵
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

安
倍
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
は
、
今
回
の
受
賞
を
受
け
た
コ
メ
ン
ト
の
中
で
、「
独
創
的
で

多
様
な
研
究
を
し
っ
か
り
支
援
し
て
い
く
と
と
も
に
、
研
究
を
担
う
人
材
の
育
成
を
強
力
に

進
め
る
。」と
の
力
強
い
言
葉
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
と
し
て
も
、
若
手
研
究
者
の
育
成
や
多
様
で
独
創
的
な
挑
戦
の
支
援
な
ど
、

国
力
の
源
と
言
え
る
幅
広
い
学
術
研
究
・
基
礎
研
究
を
一
層
振
興
し
て
ま
い
り
ま
す
。

2 0 1 9  年ノーベ ル 賞 受 賞 記 念 記 事

吉野 彰 氏
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経　歴：
昭和 45年（1970） 3月 京都大学工学部卒業
昭和 47年（1972） 3月 京都大学工学研究科　修士課程修了
昭和 47年（1972） 4月 旭化成工業（株）（現 旭化成）入社
昭和 57年（1982）10月 旭化成工業（株）川崎技術研究所
平成 4年（1992） 3月 旭化成工業（株）イオン二次電池事業推進部商品開発グループ長
平成 6年（1994） 8月（株）エイ・ティーバッテリー技術開発担当部長
平成 9年（1997） 4月 旭化成工業（株）イオン二次電池事業グループ長
平成 13年（2001） 5月 旭化成（株）電池材料事業開発室長
平成 15年（2003）10月 旭化成グループフェロー
平成 17年（2005） 8月 旭化成（株）吉野研究室 室長
平成 22年（2010） 4月 技術研究組合 リチウムイオン電池材料評価研究センター理事長（現在）
平成 27年（2015）10月 旭化成（株）顧問
平成 29年（2017） 7月 名城大学大学院 理工学研究科 教授（現在）
平成 29年（2017）10月 旭化成（株）名誉フェロー（現在）
令和 元年（2019） 6月 九州大学グリーンテクノロジー研究教育センター 訪問教授（現在）

受賞歴：
平成 13年（2001）関東地方発明表彰文部科学大臣発明奨励賞（発明協会）
平成 14年（2002）全国発明表彰文部科学大臣発明賞（発明協会）
平成 15年（2003）文部科学大臣賞科学技術功労者（文部科学省）
平成 16年（2004）紫綬褒章
平成 24年（2012）IEEE Medal for Environmental and Safety Technologies（米国電気電子学会）
平成 25年（2013）グローバルエネルギー賞（ロシア）
平成 26年（2014）チャールズ・スターク・ドレイパー賞（全米技術アカデミー）
平成 30年（2018）日本国際賞（国際科学技術財団）
令和 元年（2019）欧州発明家賞 非欧州部門（欧州特許庁）

内閣総理大臣コメント

旭化成株式会社　吉野 彰 氏に本年のノーベル化
学賞の受賞が決定しました。

日本人の受賞を心からお慶び申し上げますととも
に、吉野氏の御業績に心から敬意を表します。

今回の受賞は、リチウムイオン電池の開発に関する
業績が世界で高く評価されたものです。

日本人研究者の独創的な発想による真理の発見が、
人類社会の持続的な発展や国際社会に大きく貢献し、
世界から認められたことは、日本国民として誇りに思
います。

政府としても、あらゆる分野でイノベーションを起こ
し続けることを目指し、独創的で多様な研究をしっか
り支援していくとともに、研究を担う人材の育成を強
力に進めてまいります。

 令和元年10月9日
 内閣総理大臣　安倍 晋三
 （出典：首相官邸ホームページ）

文部科学大臣談話

吉野 彰 氏のノーベル化学賞受賞について

旭化成株式会社名誉フェロー 吉野 彰 氏が、本年
のノーベル化学賞を受賞されましたことに心からお祝
いを申し上げますとともに、これまでの同氏の研究の
業績に敬意を表します。

吉野 彰氏の受賞は、我が国の研究の水準の高さを
世界に示すとともに、国民にとって大きな誇りと励み
になります。

文部科学省としても、若手研究者の育成や多様で
独創的な挑戦の支援など、研究の振興を一層図って
いく所存です。

 令和元年10月9日
 文部科学大臣　萩生田 光一
 （出典：文部科学省ホームページ）

吉野  彰（よしの　あきら）
昭和23年（1948）1月（71歳）
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新
た
な
官
民
協
働
に
向
け
て

本
年
4
月
に
公
表
し
た「
研
究
力
向
上
改
革
2
0
1
9
」

に
お
い
て
、
研
究
資
金
の
改
革
の
論
点
と
し
て
、
産
学
連

携
に
よ
る
外
部
資
金
の
拡
充
や
、
外
部
資
金
の
柔
軟
な
活

用
の
重
要
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
民
間
の
外
部
資
金
を
取

り
込
み
な
が
ら
官
民
協
働
に
よ
る
政
策
を
打
ち
出
し
て
い

く
こ
と
は
、
限
ら
れ
た
資
源
で
の
政
策
効
果
の
最
大
化
や
、

研
究
成
果
の
社
会
・
産
業
へ
の
円
滑
な
展
開
に
つ
な
が
り

ま
す
。
ま
た
、
官
民
協
働
を
進
め
て
い
く
上
で
、
民
間
資

金
の
み
な
ら
ず
、
民
間
の
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
、
情
報
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
等
の
あ
ら
ゆ
る
民
間
の
資
源
・
活
力
と
連
携
し
て

い
く
視
点
も
重
要
で
す
。

こ
う
し
た
官
民
協
働
の
取
組
の
具
体
化
を
図
る
た
め
、

「
官
民
協
働
に
よ
る
新
し
い
科
学
技
術
手
法
」を
テ
ー
マ
に
、

省
改
革
の
一
環
と
し
て
、
文
部
科
学
省
の
有
志
の
若
手
職

員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
属
や
所
掌
を
超
え
て
自
由
な
発
想

の
も
と
、
課
題
や
今
後
の
取
組
を
検
討
し
、
官
民
協
働
の

政
策
を
提
案
し
ま
し
た
。
今
回
の
取
組
を
進
め
る
に
当
た
っ

て
は
、
本
年
3
月
か
ら
、
研
究
者
や
起
業
家
、
企
業
経
営

者
な
ど
現
場
の
最
前
線
で
活
躍
す
る
有
識
者
と
の
政
策
対

話
を
全
7
回
に
わ
た
り
開
催
し
、
指
摘
さ
れ
た
課
題
等
を

踏
ま
え
、
今
す
ぐ
着
手
す
べ
き
具
体
的
な
取
組
に
加
え
、

中
長
期
的
な
課
題
に
つ
い
て
、
今
後
の
取
組
の
方
向
性
を

検
討
し
ま
し
た（
図
1
）。

政
策
対
話
で
指
摘
さ
れ
た
課
題

科
学
技
術
政
策
を
企
画
・
立
案
す
る
際
に
、
大
学
等
の

研
究
者
や
民
間
企
業
、
そ
の
他
産
学
官
の
関
係
者
の
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
政
策
に
反
映
し
て
い
く
こ
と
は
当

然
の
こ
と
な
が
ら
極
め
て
重
要
で
す
。
特
に
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
実
現
に
お
い
て
は
、不
確
定
性
の
高
い
状
況
に
お
い
て
、

誰
も
成
功
し
て
い
な
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
リ
ス
ク
を
取
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
し
先
を
予
測
し
た
上
で
幅
広
い

意
見
を
聞
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、
お

文部科学省大臣官房政策課政策推進室

「官」と「民」が協働しながら、科学技術イノベーションの取組を進めていくことは、限られた資源
の中で政策の効果を最大化していく観点や、研究を社会・産業にブリッジしていく観点から重要で
す。こうした官民協働の取組を具体化していくため、文部科学省の有志の若手職員が、幅広い有識
者と対話を深め、それぞれの所属や所掌を超えた自由な発想で政策を議論・提案し、具体的な取組
を9月3日に報告書としてとりまとめましたので御紹介します。

官民協働による新たな科学技術政策
について
～産学官の有識者との政策対話を通じた若手職員からの政策提案～

特集

図1　有識者との意見交換会
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官民協働による新たな科学技術政策について
～産学官の有識者との政策対話を通じた若手職員からの政策提案～

特集

く
実
績
も
少
な
い
と
同
時
に
、
大
学
側
も
活
用
経
験
が
不

足
し
て
い
る
た
め
、
民
間
事
業
者
が
大
学
に
ア
ク
セ
ス
す
る

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
な
ど
、
い
く
つ
か
の
課
題
も
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
国
等
は
、
官
民
連
携
に
よ
り
研
究
環
境
を
改
善

し
て
い
く
た
め
に
も
、
制
度
改
善
に
向
け
た
検
討
も
含
め
、

研
究
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
円
滑
に
研
究
者
に
提
供
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

民
間
資
金
を
獲
得
し
な
が
ら（
稼
ぎ
な
が
ら
）

研
究
を
進
め
る
研
究
者
モ
デ
ル

研
究
者
が
研
究
成
果
を
活
用
し
て
起
業
や
事
業
化
す
る

こ
と
で
、
民
間
資
金
を
獲
得
し
な
が
ら（
稼
ぎ
な
が
ら
）研

究
を
進
め
る
モ
デ
ル
は
、
海
外
で
は
ご
く
一
般
的
で
あ
り
、

近
年
、
国
内
の
大
学
等
に
お
い
て
も
徐
々
に
浸
透
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
モ
デ
ル
は
、
国
費
以
外
の
研
究

資
金
を
確
保
す
る
観
点
や
、
産
業
や
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
柔

軟
か
つ
機
動
的
に
対
応
し
な
が
ら
研
究
を
進
め
ら
れ
る
観

点
か
ら
有
効
で
す
。
ま
た
、
民
間
資
金
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
市
場
の
ス
ピ
ー
ド
感
や
自
由
度
を
も
っ
て
研
究
や
概
念

実
証
を
進
め
ら
れ
る
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
研
究
現
場
で
は
、「
研
究
者
は
儲も

う

け
て
は
な
ら

な
い
。
研
究
に
専
念
す
べ
き
で
あ
る
。」と
い
っ
た
雰
囲
気

が
根
強
く
残
っ
て
お
り
、
研
究
成
果
の
社
会
実
装
が
し
づ

ら
い
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
研
究
者
が
論
文

を
中
心
に
評
価
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
産
業
貢
献
や
社
会

貢
献
が
適
切
に
評
価
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
背
景
に
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
論
文
に
よ
る
評
価
の
み
な
ら

ず
、
産
業
貢
献
や
社
会
貢
献
な
ど
の
研
究
者
の
活
動
も
適

切
に
評
価
さ
れ
る
よ
う
、
多
様
な
評
価
軸
を
確
保
し
、
研

究
者
が
積
極
的
に
民
間
資
金
を
獲
得
し
な
が
ら
研
究
を
進

め
る
こ
と
の
で
き
る
雰
囲
気
を
現
場
に
醸
成
し
て
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

近
年
、
大
企
業
や
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
、
研
究
成
果
の
事

業
化
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
支
援
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
機
能
等
が
充
実
し
て
い
る
拠
点
を
整
備
す
る
動
き
が

活
発
化
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
民
間
拠
点
に
は
、
多
く

の
起
業
家
や
研
究
者
、
技
術
者
た
ち
が
集
い
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
つ
く
り
な
が
ら
日
々
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
挑
戦
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
起
業
等
に
よ
り
民
間
資
金
を
獲
得
し

な
が
ら
研
究
を
進
め
る
研
究
者
の
育
成
に
は
、
こ
う
し
た

民
間
拠
点
の
活
用
も
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。民

間
活
力
を
利
用
し
た
産
学
官
連
携

大
学
等
の
研
究
機
関
に
お
け
る
産
学
官
連
携
を
担
う
人

材
に
は
、
産
業
界
と
の
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
、
技
術

移
転
に
関
す
る
専
門
的
な
知
見
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
必
要
と
し

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
人
材
が
組
織
内
で
一
般
的

な
事
務
職
員
の
人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
異
動
す
る
場

合
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
に
く
い
と
い

う
課
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
大
学
等
に
お
い
て
は
、

産
学
官
連
携
を
担
う
人
材
を
組
織
的
か
つ
戦
略
的
に
育
成

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
従
来
の
T
L
O（
技
術
移
転
機
関
）や
V
C（
ベ

ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
）の
ほ
か
に
、
研
究
周
辺
の
産
学
官

連
携
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
民
間
事
業
者（
共

同
研
究
支
援
、
産
業
界
へ
の
研
究
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
等
）

も
近
年
増
え
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
学
等
が
こ
の
よ
う
な

外
部
の
民
間
事
業
者
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
な
視

よ
そ
1
0
0
名
に
及
ぶ
有
識
者
か
ら
聞
き
取
り
を
行
っ
た

上
で
共
通
す
る
指
摘
事
項
に
つ
い
て
政
策
対
話
形
式
で
議

論
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
政
策
対
話
に
お
い
て
、
有
識
者
か
ら
主
な

課
題
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
指
摘
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

◦
官
民
連
携
に
よ
る
研
究
支
援
・
研
究
環
境
整
備

◦ 

民
間
資
金
を
獲
得
し
な
が
ら（
稼
ぎ
な
が
ら
）研
究
を
進

め
る
研
究
者
モ
デ
ル

◦
民
間
活
力
を
利
用
し
た
産
学
官
連
携

◦
大
学
と
地
域
の
協
働
に
よ
る
地
域
社
会
変
革

官
民
連
携
に
よ
る
研
究
支
援
・
研
究
環
境
整
備

今
回
の
政
策
対
話
に
参
加
し
た
多
く
の
研
究
者
か
ら
、

大
学
等
の
研
究
現
場
で
は
教
育
や
研
究
活
動
周
辺
の
雑
務

が
多
い
た
め
、
研
究
者
が
研
究
に
専
念
で
き
な
い
問
題
が

深
刻
化
し
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
国
や
大
学

等
は
、
研
究
環
境
の
改
善
に
向
け
た
取
組
を
一
層
進
め
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
研
究
環
境
の
改
善
に
向
け
て
は
、
民
間
企
業
に

お
い
て
も
取
組
が
活
発
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
近
年
、
研

究
者
の
研
究
環
境
を
改
善
す
べ
く
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を

中
心
に
、
研
究
機
器
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
や
研
究
機
器
の
購
入

支
援
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
最
新
の
I
C
T
技
術
を
活
用
し
て
、

研
究
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
研
究
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
民
間
事
業
者
も
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

大
学
等
は
、
研
究
環
境
の
改
善
策
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の

よ
う
な
民
間
の
研
究
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
う
ま
く
活
用
す
る

こ
と
も
重
要
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
民
間
事
業
者
の

多
く
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
知
名
度
が
低
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点
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

広
報
活
動
も
産
学
連
携
を
推
進
し
、
国
民
の
研
究
に
対

す
る
理
解
を
醸
成
し
て
い
く
上
で
重
要
な
取
組
で
す
。
公

的
研
究
機
関
に
お
い
て
、
民
間
事
業
者
と
連
携
し
、
多
く

の
顧
客
基
盤
を
有
す
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
と
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
、
効
果
的
に
広
報
活
動
を
展
開
す
る
好

事
例
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
広
報
人
材
も
前
述
の
産
学

連
携
人
材
と
同
様
に
、
一
般
的
な
事
務
職
員
の
人
事
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
異
動
す
る
場
合
が
多
く
、
民
間
事
業
者

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
広
報
に
関
す
る
知
見
が
蓄
積
さ
れ
な

い
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
広
報
人
材
に

関
し
て
も
、
組
織
的
か
つ
戦
略
的
に
専
門
人
材
を
育
成
あ

る
い
は
確
保
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業（
科
研
費
）や
国
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
採
択
さ
れ
に
く
い
研
究
で
も
、
社
会
や
産
業

に
と
っ
て
は
大
き
な
価
値
を
も
つ
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
近

年
、
そ
う
し
た
研
究
に
対
し
て
、
例
え
ば
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
な
ど
、
民
間
資
金
に
よ
り
研
究
支
援
を
行
う
仕

組
み
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。
国
や
大
学
は
、
研
究
と
社
会
・

産
業
の
ブ
リ
ッ
ジ
を
進
め
て
い
く
た
め
に
も
、
研
究
と
民
間

資
金
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

大
学
と
地
域
の
協
働
に
よ
る
地
域
社
会
変
革

大
学
の
研
究
を
社
会
・
産
業
に
ブ
リ
ッ
ジ
す
る
重
要
な

手
段
の
一
つ
と
し
て
、
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
起
業
す
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
都
心
に
お
け
る
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー

エ
コ
シ
ス
テ
ム
は
、
一
定
程
度
進
展
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

地
方
で
は
起
業
に
必
要
な
人
材
や
資
金
、
経
験
、
情
報
、

起
業
支
援
機
能
等
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
起
業
す

る
ハ
ー
ド
ル
が
極
め
て
高
く
、ま
た
、身
近
に
起
業
家
の
ロ
ー

ル
モ
デ
ル
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
起
業
す
る
き
っ
か
け
づ
く

り
が
難
し
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
大
手
フ
ァ
ン
ド
が
地
方
大
学
発
ベ
ン

チ
ャ
ー
の
立
ち
上
げ
を
支
援
し
た
り
、
地
方
銀
行
が
地
方

大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
向
け
の
フ
ァ
ン
ド
を
設
立
し
た
り
す
る

動
き
が
近
年
あ
り
ま
す
。
地
方
大
学
で
の
起
業
を
増
や
し

て
い
く
た
め
に
も
、
国
や
大
学
は
、
こ
の
よ
う
な
民
間
事

業
者
と
連
携
し
な
が
ら
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育

や
、
事
業
化
に
向
け
た
研
究
・
技
術
実
証
支
援
、
起
業
ア

ド
バ
イ
ス
、
そ
し
て
各
大
学
が
起
業
に
関
す
る
成
功
事
例

と
失
敗
事
例
を
共
有
す
る
場
づ
く
り
な
ど
、
総
合
的
な
取

組
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
課
題
先
進
国
で
あ
る
日
本
で
は
、
特
に
地
方
に

お
い
て
社
会
課
題
解
決
型
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
や
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
実
証
の
場
が
充
実
し
て
お
り
、
現
場
で
の
実
証

試
験
な
ど
を
提
示
し
や
す
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
地
方
大
学
は
、
地
域
の
人
材
や
技
術
、
知
見
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
社
会
課
題
解

決
型
の
実
証
試
験
を
行
う
こ
と
で
、
地
域
社
会
の
課
題
解

決
の
取
組
に
貢
献
で
き
る
可
能
性
が
大
い
に
あ
り
ま
す
。

加
え
て
、
近
年
、
世
界
的
に
E
S
G
投
資
が
大
き
く
伸
び

て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
方
大
学
と
地
域
が
協
働
し
て
民
間

資
金
も
活
用
し
な
が
ら
社
会
課
題
解
決
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
や

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
く
取
組
を
強
化
し
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
政
策
対
話
に
お
い
て
、
産
業
構
造
の
変
化

や
産
業
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
・
複
雑
化
に
柔
軟
か
つ
迅
速
に

対
応
し
て
い
く
た
め
、
地
域
の
産
業
界
と
大
学
の
連
携
に

よ
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
・
実
践
や
、
地
域
社
会
や

産
業
界
を
実
証
の
場
と
し
て
研
究
を
進
め
る
実
践
型
教
育

（
P
B
L
型
教
育
）の
充
実
を
図
っ
て
い
く
べ
き
と
の
指
摘

が
あ
り
ま
し
た
。

若
手
提
案
に
よ
る
今
後
の
取
組

政
策
対
話
に
お
け
る
有
識
者
か
ら
の
指
摘
等
を
踏
ま
え
、

中
長
期
的
な
視
点
に
も
立
ち
な
が
ら
、
若
手
職
員
か
ら
今

後
の
取
組
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
取
組
の
検
討
・
提
案
が

な
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
際
、民
間
の
資
金
や
サ
ー
ビ
ス
、施
設
、

情
報
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
地
域
資
源
等
の
あ
ら
ゆ
る
民
間

の
資
源
・
活
力
と
連
携
し
な
が
ら
、
官
民
協
働
で
取
組
を

進
め
て
い
く
視
点
を
重
視
し
ま
し
た（
図
2
）。
こ
こ
で
は
、

そ
の
う
ち
若
手
職
員
か
ら
提
案
さ
れ
た
主
要
な
四
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
に
御
紹
介
し
ま
す
。

◦ 

研
究
支
援
サ
ー
ビ
ス
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ（
認
定
）制

度（
仮
称
）

◦ 

官
民
連
携
に
よ
る
テ
ク
ノ
プ
レ
ナ
ー
育
成
拠
点（
仮

称
）

◦ 

み
ん
な
の
研
究
費（
仮
称
）（
民
間
か
ら
の
研
究
費
の

獲
得
拡
大
に
向
け
た
取
組
）

◦ 

大
学
と
地
域
の
協
働
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
爆

剤
と
し
た
地
域
社
会
変
革
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官民協働による新たな科学技術政策について
～産学官の有識者との政策対話を通じた若手職員からの政策提案～

特集

研
究
支
援
サ
ー
ビ
ス
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ（
認
定
）

制
度（
仮
称
）

大
学
等
の
研
究
者
が
民
間
事
業
者
の
提
供
す
る
研
究
支

援
サ
ー
ビ
ス
や
産
学
官
連
携
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
民
間
事
業
者
が
大
学
等
に
ア
ク

セ
ス
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
円
滑
に
提
供

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
、
民
間
事
業
者
が
実
施
す
る
優
れ
た
研
究
支

援
の
サ
ー
ビ
ス
等
を
認
定
す
る
制
度
を
創
設
し
、
サ
ー
ビ
ス

の
利
活
用
を
奨
励
・
促
進
し
ま
す（「
研
究
支
援
サ
ー
ビ
ス
・

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ（
認
定
）制
度（
仮
称
）」）。
将
来
的
に

は
、
認
定
さ
れ
た
研
究
支
援
サ
ー
ビ
ス
・
産
学
官
連
携
サ
ー

ビ
ス
と
文
部
科
学
省
事
業
と
の
連
携
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
本
年
秋
以
降
に
認
定
先
の
民
間

事
業
者
の
公
募
を
開
始
し
、
認
定
を
目
指
し
ま
す
。

官
民
連
携
に
よ
る
テ
ク
ノ
プ
レ
ナ
ー
育
成
拠
点（
仮
称
）

研
究
者
が
、
研
究
成
果
を
活
用
し
て
起
業
や
事
業
化
を

す
る
こ
と
で
、
社
会
に
新
た
な
価
値
を
提
供
し
な
が
ら
民

間
資
金
を
獲
得
し
て
研
究
を
進
め
て
い
く
研
究
者「
テ
ク
ノ

プ
レ
ナ
ー
（
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ス
ト
×
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
）」の

育
成
は
、
国
費
以
外
の
研
究
資
金
を
獲
得
す
る
機
会
の
拡

大
や
、
産
業
・
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
か
つ
機
動
的
に
対

応
し
た
研
究
の
推
進
、
ま
た
民
間
資
金
に
よ
る
高
い
自
由

度
と
ス
ピ
ー
ド
の
確
保
の
観
点
か
ら
重
要
で
す
。

ま
た
、
近
年
発
展
し
つ
つ
あ
る
民
間
の
研
究
・
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
に
は
、
オ
フ
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ら
で
は
の
ス

ピ
ー
デ
ィ
で
自
由
度
の
高
い
研
究
・
技
術
実
証
支
援
や
、

異
業
種
・
異
分
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

支
援
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ・
事
業
化
支
援
、オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
機
能
が
充
実
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
民
間
拠

点
は
テ
ク
ノ
プ
レ
ナ
ー
の
育
成
に
最
適
な
環
境
で
す
。

こ
う
し
た
民
間
拠
点
も
活
用
し
て
、
研
究
者
が
研
究
成

果
を
い
か
し
て
起
業
・
事
業
化
等
に
よ
り
社
会
に
新
た
な

価
値
を
提
供
で
き
る
テ
ク
ノ
プ
レ
ナ
ー
の
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ

モ
デ
ル
を
育
成
し
ま
す（「
官
民
連
携
に
よ
る
テ
ク
ノ
プ
レ

ナ
ー
育
成
拠
点（
仮
称
）」）。
各
拠
点
で
テ
ク
ノ
プ
レ
ナ
ー

を
育
成
す
る
こ
と
で
、
将
来
、
そ
の
研
究
者
が
若
手
研
究

者
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
や
メ
ン
タ
ー
と
な
り
、
ま
た
新
た
な
テ

ク
ノ
プ
レ
ナ
ー
を
育
成
し
て
い
く
と
い
う
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
形

成
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
先
進
的
な
テ
ク
ノ
プ
レ
ナ
ー

の
モ
デ
ル
と
な
る
人
材
を
表
彰
す
る
こ
と
で
、
研
究
者
の
多

様
な
モ
デ
ル
の
一
つ
と
し
て
テ
ク
ノ
プ
レ
ナ
ー
の
認
知
度
を

向
上
さ
せ
て
い
く
仕
組
み
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
来
年
度
に
民
間
拠
点
を
公
募
で
指
定
し
、

取
組
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

み
ん
な
の
研
究
費（
仮
称
）（
民
間
か
ら
の
研
究
費
の

獲
得
拡
大
に
向
け
た
取
組
）

科
学
研
究
費
助
成
事
業（
科
研
費
）等
の
ア
カ
デ
ミ
ア
の

視
点
や
国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
政
策
的
視
点
で
は
採
択

さ
れ
に
く
い
研
究
で
も
、
社
会
や
産
業
の
視
点
で
は
大
き

な
価
値
を
有
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
研

究
と
民
間
資
金
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
機
会
を
拡
大
し
て
い
く

こ
と
は
、
研
究
の
推
進
は
も
と
よ
り
、
研
究
成
果
を
社
会

や
産
業
に
展
開
し
て
い
く
観
点
か
ら
重
要
で
す
。

現
在
、
研
究
と
民
間
資
金
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
仕
組
み
と

し
て
、
財
団
法
人
等
に
よ
る
助
成
や
金
融
機
関
等
に
よ
る

投
融
資
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
主
と
し
て
研
究
者
と

各
機
関
と
の
一
対
一
の
マ
ッ
チ
ン
グ（
点
と
点
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
）で
あ
る
た
め
、
研
究
者
は
各
機
関
へ
の
申
請
手
続
や
訪

問
で
多
大
な
労
力
を
要
し
、
こ
れ
が
研
究
時
間
の
圧
迫
に

つ
な
が
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。
特
に
地
方
大
学
の
研
究

者
に
と
っ
て
は
、
助
成
機
関
が
都
市
部
に
集
中
し
て
い
る

た
め
、
大
き
な
負
担
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

図2　新たな官民協働のイメージ
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そ
の
た
め
、
研
究
者
と
民
間
事
業
者
・
投
資
家
・
国
民

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
場（
ピ
ッ
チ
イ
ベ
ン
ト
等
）を
提
供
し
、

研
究
者
が
多
く
の
企
業
等
に
対
し
て
情
報
発
信
で
き
る
仕

組
み（
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
活
用
等
）を
構
築
す
る

こ
と
で
、
研
究
者
側
か
ら
情
報
を
発
信
す
る
研
究
者
発
信

型
の
新
た
な
資
金
獲
得
シ
ス
テ
ム
を
形
成
し
、
研
究
者
を

面
的
に
複
数
の
民
間
企
業
等
と
つ
な
ぎ
、
民
間
資
金
の
獲

得
の
機
会
を
拡
大
さ
せ
て
い
き
ま
す（「
み
ん
な
の
研
究
費

（
仮
称
）」）。
こ
れ
に
よ
り
、産
学
官
の
あ
ら
ゆ
る
セ
ク
タ
ー
、

そ
し
て
国
民
み
ん
な
で
研
究
を
応
援
し
て
い
く
雰
囲
気
の

醸
成
を
目
指
し
ま
す
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
こ
れ
か
ら
事

業
の
会
員
と
な
る
民
間
企
業
や
投
資
家
の
募
集
を
開
始
し
、

会
員
企
業
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
マ
ッ
チ
ン
グ
ス
キ
ー
ム
を

順
次
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

大
学
と
地
域
の
協
働
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

起
爆
剤
と
し
た
地
域
社
会
変
革

①
官
民
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム（
仮
称
）

地
方
大
学
で
は
、
研
究
成
果
の
事
業
化
経
験
が
少
な
く
、

都
市
部
に
集
中
す
る
V
C
や
C
V
C（
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ベ
ン

チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
）等
と
の
接
点
も
限
ら
れ
ま
す
。
現
状
、

地
方
大
学
発
の
シ
ー
ズ
を
社
会
実
装
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

そ
の
成
功
確
率
を
高
め
る
た
め
、
国
が
個
々
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
単
位
で
外
部
有
識
者
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
派
遣
し
、

事
業
化
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
こ
と
で
対
応
し
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
こ
う
し
た「
点
」に
よ
る
支
援
で
は
、
政
策
効

果
が
限
定
的
と
な
り
、
各
地
方
大
学
が
孤
軍
奮
闘
す
る
状

況
に
な
る
の
で
、「
面
」に
よ
る
全
体
の
底
上
げ
を
図
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
具
体
的
に
は
、
政
府
系
金
融
機
関
等
と

連
携
し
て
、
地
方
大
学
が
持
つ
コ
ア
技
術
を
事
業
化
し
、

地
域
の
成
長
、
さ
ら
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
へ
の
展
開
に
つ

な
げ
、
そ
の
成
功
事
例
や
失
敗
事
例（
事
業
化
や
起
業
ノ

ウ
ハ
ウ
等
）を
共
有
す
る
場
を
構
築
し
ま
す（「
官
民
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム（
仮
称
）」）。
面
的
に
情
報
共
有

す
る
場
を
つ
く
る
こ
と
で
、
共
有
さ
れ
た
事
例
を
題
材
と

し
て
地
域
が
事
業
化
に
向
け
て
抱
え
る
共
通
課
題
の
解
決

策
を
議
論
・
検
証
で
き
る
と
と
も
に
、
必
要
な
ア
ン
ト
レ
プ

レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
提
供
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
他
府
省
が
持
つ
出
口
思

考
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
と
も
連
携
し
な
が
ら
拡
張
し
て
い
く

こ
と
を
模
索
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
来

年
度
に
開
始
す
べ
く
、
事
業
の
具
体
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

②
地
域
社
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
投
資
活
性
化
ス
キ
ー
ム（
仮
称
）

地
方
公
共
団
体
が
抱
え
る
固
有
の
社
会
課
題
を
、
地
域

内
外
の
大
学
等
が
有
す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
て
解
決

し
、
新
た
な
価
値
創
造
に
よ
り
社
会
を
変
革
し
て
い
く
こ

と
を
目
指
す
た
め
、
ニ
ー
ズ
プ
ル
型
の
課
題
解
決
志
向
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
デ
ザ
イ
ン
・
実
行
・
検
証
し
、
熱
意
と
意
欲

を
持
っ
た
年
齢
層
も
含
め
て
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で

構
成
さ
れ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
A
B
C（A

ctor Based 
Com

m
unity

））の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

地
域
の
産
学
官
の
多
様
な
人
材
が
、
協
働
し
て
地
域
課
題

を
自
律
的
・
継
続
的
に
解
決
し
、
ま
た
新
た
な
価
値
創
造

を
目
指
す
活
動
が
喚
起
さ
れ
る
こ
と
で
、
新
し
い
ソ
ー
シ
ャ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
拡
大
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
取
組
を
持
続
可
能
な
形
に
し
て
い
く
た
め
に

は
、
最
終
的
に
民
間
投
資
も
活
用
し
て
事
業
化
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
地
域
の
大
学
等

の
技
術
や
知
見
を
活
用
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
専
門
家
等
で

評
価
・
認
定
し
、
金
融
機
関
等
の
民
間
投
資（
E
S
G
投

資
）と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
ス
キ
ー
ム
を
構
築
し（「
地
域
社
会
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
投
資
活
性
化
ス
キ
ー
ム（
仮
称
）」）、
社
会
課

題
解
決
型
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
や
そ
の
担
い
手
と
な
る

ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ノ
ベ
ー
タ
の
育
成
を
支
援
し
ま
す
。
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
実
施
に
向
け
て
今
年
度
中
に
調
査
検
討
を

行
う
予
定
で
す
。

そ
の
他
の
取
組

若
手
職
員
か
ら
提
案
さ
れ
た
前
述
の
四
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
ほ
か
に
も
、
次
の
よ
う
な
中
長
期
的
な
取
組
の
方
向

性
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

◦ 

研
究
者
が
果
敢
に
多
く
の
挑
戦
や
失
敗
が
で
き
る
環

境
づ
く
り（
挑
戦
し
な
い
こ
と
よ
り
も
、
リ
ス
ク
を
恐

れ
ず
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
大
い
に
評
価
さ
れ
る
雰
囲

気
づ
く
り
）

◦ 

国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
積
極
的
な
ス
モ
ー
ル
ス

タ
ー
ト
／
ス
テ
ー
ジ
ゲ
ー
ト
方
式
の
導
入

◦ 

国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
係
る
研
究
で
生
じ
る
事
務
処
理

手
続
の
簡
素
化
・
合
理
化

◦ 

産
業
貢
献
や
社
会
貢
献
な
ど
の
研
究
者
の
活
動
を
適

切
に
評
価
す
る「
多
様
な
評
価
軸
」の
確
保

◦ 

研
究
機
関
に
お
け
る
産
学
連
携
と
広
報
人
材
の
組
織

的
か
つ
戦
略
的
な
育
成
・
確
保
、
及
び
広
報
活
動
に

お
け
る
好
事
例
の
面
的
な
情
報
共
有

◦ 

社
会
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
政
策
実
現
に
向
け
た
、様
々

な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
政
策
対
話
の
継
続
的
な
実

施
◦ 

民
間
企
業
の
現
場
感
を
肌
で
感
じ
、
今
後
の
官
民
協
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官民協働による新たな科学技術政策について
～産学官の有識者との政策対話を通じた若手職員からの政策提案～

特集

働
の
取
組
に
い
か
す
た
め
の
人
事
交
流（
行
政
官
の
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
へ
の
派
遣
等
）

更
な
る
官
民
協
働
の
取
組
を
進
め
て
い
く
た
め
に

今
回
、
報
告
書
に
お
い
て
提
案
し
た
取
組
に
つ
い
て
は
、

本
年
7
月
末
に
、
柴
山
文
部
科
学
大
臣（
当
時
）、
永
岡

文
部
科
学
副
大
臣（
当
時
）、
白
須
賀
文
部
科
学
大
臣
政

務
官（
当
時
）と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、
主
な
取
組
に

つ
い
て
有
志
の
若
手
職
員
か
ら
発
表
し
た
上
で
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た（
図
3
）。

今
後
は
、
前
述
の
主
要
な
四
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心

に
、
報
告
書
に
示
し
た
取
組
を
進
め
、
さ
ら
な
る
官
民
協

働
の
取
組
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。
官
民
協
働
の
取
組
は
、

単
に
出
口
領
域
の
研
究
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
研
究
成
果
を
社
会
実
装
し
て
民
間
資
金
を
獲

得
し
た
り
、
民
間
事
業
者
と
連
携
し
て
研
究
周
辺
に
か
か

る
費
用
を
削
減
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
研
究
に
活
用
で
き

る
資
金
を
増
や
す
こ
と
に
つ
な
が
り
、
研
究
開
発
の
推
進

を
加
速
さ
せ
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
大
き
な
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を

形
成
し
て
い
く
た
め
に
も
、
報
告
書
に
示
し
た
取
組
を
で

き
る
も
の
か
ら
一
つ
ず
つ
着
実
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

中
長
期
的
な
取
組
の
方
向
性
の
提
案
が
な
さ
れ
た
諸
課
題

に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
検
討
し
、
具
体
化
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

図3　大臣と若手職員の意見交換会
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「
仁
川
宣
言
」を
採
択
し
、
日
中
韓
三
国
の
文
化
交
流
・

協
力
を
着
実
に
進
め
、
三
国
間
関
係
を
一
層
深
め
て
い
く

こ
と
で
合
意
。

1
日
中
韓
文
化
大
臣
会
合
と
は

日
中
韓
文
化
大
臣
会
合
は
、
日
中
韓
首
脳
会
談
で
の
合

意
に
基
づ
き
、
平
成
19
年
以
降
、
三
か
国
で
順
番
に
、
こ

れ
ま
で
10
回
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
第
11
回
会

合
は
、
韓
国
の
仁
川
広
域
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中
国

及
び
韓
国
と
の
間
で
、
文
化
協
力
に
よ
る
相
互
理
解
・
人

的
交
流
の
強
化
を
図
る
こ
と
は
近
年
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
お
り
、
本
会
合
に
お
け
る
具
体
的
な
協
力
を
通
じ

て
、
日
中
韓
の
文
化
交
流
を
一
層
促
進
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

2
第
11
回
日
中
韓
文
化
大
臣
会
合
に
つ
い
て

令
和
元
年
8
月
29
日
、
30
日
に
、
韓
国
の
仁
川
広
域
市

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
第
11
回
日
中
韓
文
化
大
臣
会
合
に

は
、
日
本
か
ら
柴
山
昌
彦
文
部
科
学
大
臣（
当
時
）及
び

宮
田
亮
平
文
化
庁
長
官
が
、
中
国
か
ら
雒
樹
剛（
ル
オ
・

シ
ュ
ガ
ン
）文
化
・
観
光
部
長
が
、
韓
国
か
ら
朴
良
雨（
パ

ク
・
ヤ
ン
ウ
）文
化
体
育
観
光
部
長
官
が
参
加
し
ま
し
た
。

29
日
に
は
、
日
中
、
日
韓
と
の
二
国
間
会
合
が
開
催
さ

れ
、
大
臣
会
合
に
向
け
て
、
三
か
国
の
文
化
交
流
、
協
力

を
推
進
す
る
方
策
や
、
日
中
、
日
韓
間
の
文
化
交
流
事
業

に
お
け
る
協
力
に
つ
い
て
議
論
し
、
二
国
間
の
相
互
理
解

の
基
盤
と
な
る
国
民
間
の
交
流
や
文
化
交
流
を
こ
れ
か
ら

も
し
っ
か
り
続
け
て
い
く
べ
き
と
の
点
で
一
致
し
ま
し

た
。
ま
た
、
同
日
に
は
日
中
韓
芸
術
祭
も
行
わ
れ
、
日
本

か
ら
は
、松
本
源
之
助
社
中（
江
戸
の
里
神
楽
）、鼓こ

童ど
う（
太

鼓
芸
能
集
団
）、
D
A
Z
L
L
E（
ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
）

が
出
演
し
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
松
本
源
之
助

社
中
が
中
国
、
韓
国
の
獅
子
舞
と
と
も
に
観
客
と
触
れ
あ

い
な
が
ら
登
場
し
会
場
を
盛
り
上
げ
、日
本
側
公
演
で
は
、

鼓
童
と
D
A
Z
L
L
E
が
共
演
し
太
鼓
の
演
奏
に
合
わ
せ

た
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
す
る
な
ど
、
日
中
韓

の
代
表
団
を
含
む
聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

30
日
に
は
大
臣
会
合
が
開
催
さ
れ
、
柴
山
大
臣
は
ス

テ
ー
ト
メ
ン
ト
の
中
で
、
三
国
の
国
民
間
の
交
流
機
会
を

創
出
し
、
相
互
理
解
の
促
進
に
貢
献
し
て
き
た
、
こ
れ
ま

で
の
会
合
の
精
神
を
維
持
、
進
展
さ
せ
、
新
し
い
事
業
展

開
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

レ
ベ
ル
で
日
中
韓
三
国
間
の
文
化
交
流
を
、
一
層
推
進
し

て
い
く
旨
の
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、会
合
で
は
、

日
中
韓
三
か
国
の
文
化
交
流
・
協
力
を
着
実
に
進
め
、
三

国
間
関
係
を
一
層
深
め
て
い
く
た
め
の
議
論
を
行
い
、
そ

の
成
果
を
と
り
ま
と
め
た「
仁
川
宣
言
」を
採
択
し
ま
し

た
。
同
宣
言
で
は
、
①
２
０
２
０
年
の
東
ア
ジ
ア
文
化
都

市
と
し
て
、日
本
は
北
九
州
市
、中
国
は
揚
州（
ヤ
ン
チ
ョ

ウ
）市
、
韓
国
は
順
天（
ス
ン
チ
ョ
ン
）市
を
選
出
す
る
こ

と
、
②
東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
間
の
青
少
年
交
流
等
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
A
S
E
A
N
文
化
都
市
や
欧
州
文
化
首

都
と
の
交
流
を
推
進
す
る
こ
と
、③
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
機
会
に
日
中
韓
共
同
文
化
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
し
、
中
国
と
韓
国
が
共
同
で
参
加
で
き
る
方
策

を
検
討
す
る
こ
と
、④
第
12
回
日
中
韓
文
化
大
臣
会
合
は
、

２
０
２
０
年
に
日
本
で
開
催
す
る
こ
と
、
等
が
明
記
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
他
、「
２
０
２
０
年
東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
宣
布
式
」

で
は
、
三
か
国
の
２
０
２
０
年
の
東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
に

認
定
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

3
東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
に
つ
い
て

「
東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
」は
、
日
中
韓
文
化
大
臣
会
合

で
の
合
意
に
基
づ
き
、
日
中
韓
三
か
国
に
お
い
て
文
化
芸

術
に
よ
る
発
展
を
目
指
す
都
市
を
選
定
し
、
そ
の
都
市
に

お
い
て
現
代
の
芸
術
文
化
や
伝
統
文
化
、
ま
た
多
彩
な
生

活
文
化
に
関
連
す
る
様
々
な
文
化
芸
術
イ
ベ
ン
ト
等
を
実

施
す
る
も
の
で
、
東
ア
ジ
ア
域
内
の
相
互
理
解
・
連
帯
感

の
形
成
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
東
ア
ジ
ア
の
多
様
な
文

化
の
国
際
発
信
力
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

第
11
回
日
中
韓
文
化
大
臣
会
合（
令
和
元
年
8
月
29
日
・
30
日
、
於
：
韓
国
）

文
化
庁
文
化
経
済
・
国
際
課
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「仁川宣言」の署名文書を披露する日中韓の三大臣

日中韓文化大臣会合

三大臣と「2020年東アジア文化都市」の北九州市長、
揚州市長、順天市長

発言する柴山昌彦文部科学大臣（当時）

柴山大臣（当時）・宮田長官と日中韓芸術祭日本側出演者日中韓芸術祭エンディング、日中韓三大臣握手
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理
化
学
研
究
所
　
外
部
法
人
設
立
、
産
学
連
携
強
化
へ

～
国
立
研
究
開
発
法
人
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
加
速
へ
の
新
た
な
一
歩
～

文
部
科
学
省
　
科
学
技
術
・
学
術
政
策
局
企
画
評
価
課
　
評
価
・
研
究
開
発
法
人
支
援
室

 

研
究
振
興
局
基
礎
研
究
振
興
課

理
化
学
研
究
所（
理
研
）は
、「
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
」の
成
立
を
踏
ま
え
、
研

究
開
発
法
人
と
し
て
初
め
て
、
法
人
の
研
究
成
果
の
活
用

促
進
を
行
う
株
式
会
社「
理
研
鼎て
い

業ぎ
ょ
う」を

設
立
し
ま
し
た
。

日
本
の
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
向
け
た
新

た
な
一
歩
と
し
て
、
今
後
の
試
み
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

理
研
に
よ
る
外
部
法
人
へ
の
出
資
認
可
に
至
る

背
景
・
経
緯

平
成
30
年
12
月
、「
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出

の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
」（
以
下「
科
技
イ
ノ
ベ
活
性
化

法
」と
い
う
。）が
成
立
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
研
究
開

発
成
果
の
実
用
化
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
を
一
層
促
進

す
る
た
め
、
研
究
開
発
法
人
に
よ
る
出
資
等
業
務
が
拡
大

さ
れ
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
①
出
資
可
能
法
人
が
3
法

人
か
ら
22
法
人
に
拡
大
、
②
研
究
開
発
法
人
が
出
資
可
能

な
対
象
に
、
従
来
の
研
究
開
発
法
人
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
加

え
、
こ
れ
ら
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
資
金
供
給
を
行
う
ベ
ン
チ
ャ
ー

キ
ャ
ピ
タ
ル
、
研
究
開
発
成
果
の
移
転
・
活
用
促
進
を
行

う
成
果
活
用
等
支
援
法
人
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

科
技
イ
ノ
ベ
活
性
化
法
の
成
立
を
踏
ま
え
、
本
年
5
月

に
理
研
か
ら
、
今
回
出
資
が
可
能
と
な
っ
た
成
果
活
用
等

支
援
法
人
へ
の
出
資
の
認
可
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

を
受
け
、
当
省
で
定
め
た
認
可
基
準
に
沿
っ
て
、
有
識
者

の
助
言
を
踏
ま
え
て
審
査
を
行
っ
た
の
ち
、
本
年
9
月
2

日
付
け
で
本
申
請
を
認
可
し
ま
し
た
。

産
業
界
と
の
更
な
る
連
携
深
化
に
向
け
て

理
研
は
大
正
6
年
に
創
立
さ
れ
た
日
本
唯
一
の
自
然
科

学
分
野
に
お
け
る
総
合
研
究
所
で
す
。
理
研
は
基
礎
科
学

の
分
野
で
様
々
な
研
究
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
が
、
こ
う

し
た
成
果
は
、
産
業
界
で
も
し
っ
か
り
と
活い

か
さ
れ
て
き
て

い
ま
す
。
産
業
界
と
の
連
携
セ
ン
タ
ー
制
度
や
、
理
研
産

業
共
創
プ
ロ
グ
ラ
ム
制
度
に
よ
り
、
民
間
企
業
と
の
包
括

的
な
連
携
体
制
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
更
に
共
同
研
究
以
外
に

も
、
理
研
の
研
究
成
果
を
中
核
技
術
と
し
て
起
業
し
た
企

業
を
理
研
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
し
て
認
定
す
る
こ
と
で
、
研
究
成

果
の
実
用
化
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

0

500
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968

2010

1,047

2011

1,562

2012

1,413

2013

1,478

2014

1,519

2015

1,700

2016

2,066

2017

2,795

2018

2,928

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000
（百万円）

（年度）

■ 共同研究
■ 技術指導
■ 受託研究等
■ 委託研究員

（理研ベンチャーの成果例）
アクプランタ株式会社

Skeepon（スキーポン）

植物に付与することで、暑さ
や乾燥への耐性を高める効果
をもつ植物活性剤を提供。

民間企業との共同研究等収入の推移（理化学研究所）
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理
研
か
ら
の
出
資
に
よ
る
外
部
法
人「
理
研
鼎
業
」

の
設
立

理
研
は
平
成
30
年
度
か
ら
令
和
6
年
度
ま
で
の
第
4
期

中
長
期
計
画
に
お
い
て
、
産
業
界
と
の
共
創
機
能
の
強
化

と
研
究
成
果
の
活
用
を
支
援
す
る
法
人
へ
の
出
資
を
含
め

た
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
等
に
よ
り
研
究
成
果
の
社
会

還
元
を
推
進
す
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
の

実
現
に
向
け
、
理
研
は
、

○  

基
礎
研
究
の
成
果
を
い
ち
早
く
社
会
的
価
値
へ
と
還

元
し
て
い
く
こ
と

○  

産
業
界
と
の「
組
織
」対「
組
織
」の
連
携
を
促
進
し

て
い
く
こ
と

○  

多
様
な
収
入
源
の
確
保
に
よ
る
財
務
基
盤
の
強
化
及

び
新
た
な
研
究
資
金
を
確
保
す
る
こ
と

等
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、
株
式
会
社
理
研
鼎
業
を
本

年
9
月
5
日
に
設
立
し
ま
し
た
。

理
研
鼎
業
の
使
命

社
名
に
使
用
さ
れ
て
い
る「
鼎（
か
な
え
・
て
い
）」は
、

古
代
中
国
に
お
い
て
金
属
製
の
3
本
脚
の
器
・
祭
器
を
意

味
し
ま
し
た
が
、
理
研
鼎
業
は
、「
経
営
」・「
技
術
」・「
社

会
貢
献
」の
3
基
軸
に
よ
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
貢

献
す
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。こ
の
実
現
に
向
け
て
、

理
研
鼎
業
は

①
　 理
研
研
究
者
に
よ
る
発
明
の
相
談
や
市
場
調
査
を

含
め
た
知
財
発
掘
・
権
利
化
の
遂
行
、
企
業
に
対

す
る
知
財
ラ
イ
セ
ン
ス
営
業
・
契
約
交
渉
と
い
っ
た

ラ
イ
セ
ン
ス
活
動

②
　 ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
設
立
に
向
け
た
事
業
ア
イ
デ
ア

の
創
出
や
、
事
業
計
画
策
定
、
資
金
調
達
な
ど
の

支
援
を
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
活
動

③
　 理
研
と
企
業
間
で
の
共
同
研
究
の
提
案
・
交
渉
・

成
約
活
動
の
他
、
共
同
研
究
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
な

ど
を
行
う
共
同
研
究
促
進
活
動

④
　 企
業
に
対
し
理
研
の
研
究
成
果
や
知
財
情
報
、
研

究
者
の
紹
介
・
提
供
を
通
じ
た
コ
ン
サ
ル
活
動
や
産

業
界
も
参
加
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
形
成
す
る

共
創
活
動

を
こ
れ
ま
で
に
な
い
形
で
相
乗
的
か
つ
強
力
に
進
め
て
い
こ

う
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
理
研
が
、
特
定
国
立
研
究
開
発
法
人
と
し
て
研

究
成
果
に
基
づ
く
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
モ
デ
ル
を
示
し

て
い
く
こ
と
に
加
え
、
理
研
鼎
業
と
の
緊
密
な
連
携
の
下
、

研
究
成
果
を
迅
速
に
社
会
的
価
値
へ
と
還
元
し
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

企業
企業

理化学研究所

株式会社理研鼎業

新たなイノベーションの種を作り続ける

新たなイノベーションの種を育てる

株式会社理研鼎業が持つ機能

①TLO機能

ライセンス業務
知的財産権管理業務

②ベンチャー
支援機能
ベンチャー設立
支援・育成業務

③共同研究
促進機能

コーディネート業務
共同研究契約業務

④会員制
共創機能

共創プラットフォーム形成
（コンサルティング、研究情報
提供、未来予測ビジョン等）

100%出資
業務を委託 還元

ライセ
ンス料

ライセ
ンス料

使用権

使用権 支援
連携

出資

研究情報研究成果

研究成果 共創
会費

認定
・
支援

VC

企業
情報株式/

新株予約権

株式/
新株予約権

共同研究費
(間接経費含)

共同研究費
(間接経費含)

企業
（含ベンチャー） 企業

企業

企業群
理研

ベンチャー

ていぎょう

IPO,M&A

①TLO（ライセンス）機能
 »  理研研究者の発明相談、企業の市場調査を含めた知財発掘・
権利化の戦略的な遂⾏

 »  企業に対する知財のライセンス営業活動及びライセンス契約
交渉

②ベンチャー支援機能
 »  理研ベンチャーの設立に向け、理研の研究成果をもとにした
事業アイデアの創出や事業計画策定等の⽀援

 »  事業を開始したベンチャーへの資⾦調達に向けた経営⽀援
等

③共同研究促進機能
 » 理研と企業との共同研究の発掘、折衝、成約活動
 » 共同研究の出⼝を見据えたコーディネート活動

④企業共創機能
 »  企業戦略に資する理研の研究成果や知財情報や共有の場の
提供

 »  企業に対して理研の研究内容や研究者の紹介を通じたコン
サル活動

 » 産業界を含めたコンソーシアムの構築活動⽀援

基礎研究の成果をいち早く社会的価値に還元

産業界との「組織」対「組織」の連携促進

多様な収入源の確保による財務基盤の強化、
新たな研究資金の確保

株式会社理研鼎業の設立目的
ていぎょう
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防
火
設
備
等
の
緊
急
状
況
調
査
の
結
果

8
月
8
日
に
公
表
し
た
調
査
結
果
で
は
、

・ 

世
界
遺
産
又
は
国
宝（
建
造
物
）の
9
割
以
上
が（
そ

の
全
部
又
は
一
部
を
）木
造
で
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、

こ
れ
ら
の
周
囲
の
6
割
が
木
造
密
集
地
で
あ
る
な
ど
、

火
災
の
潜
在
的
危
険
性
が
高
い
こ
と

・ 

世
界
遺
産
又
は
国
宝（
建
造
物
）の
約
2
割
で
消
火

設
備
の
整
備
・
改
修
後
30
年
以
上
経
過
し
、
老
朽
化

に
よ
る
機
能
低
下
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と（
下
図
参

照
）

・ 

美
術
工
芸
品
の
国
宝
を
保
管
す
る
博
物
館
等
で
は
、

多
く
の
施
設
で
消
火
設
備
等
を
設
置
し
て
い
る
が
、

約
半
数
が
30
年
以
上
経
過
し
、
老
朽
化
に
よ
る
機
能

低
下
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と

な
ど
が
確
認
さ
れ
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
に
つ
い
て
、
周

囲
を
含
め
た
一
体
的
な
防
火
対
策
、
消
火
設
備
等
の
適
切

な
整
備
・
更
新
、
防
火
体
制
整
備
等
の
対
応
を
採
る
必
要

が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

防
火
設
備
等
の
緊
急
状
況
調
査
に
つ
い
て

平
成
31
年
4
月
、
フ
ラ
ン
ス
パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖

堂
で
大
規
模
な
火
災
が
発
生
し
、
世
界
的
に
貴
重
な
文
化

遺
産
が
焼
損
す
る
大
変
残
念
な
ニ
ュ
ー
ス
に
世
界
中
の
人
々

が
胸
を
痛
め
ま
し
た
。
我
が
国
に
お
い
て
も
、
昭
和
24
年

1
月
に
、
現
存
す
る
世
界
最
古
の
木
造
建
造
物
と
さ
れ
る

法
隆
寺
金
堂
で
火
災
が
発
生
し
、
貴
重
な
壁
画
が
焼
損
し

た
こ
と
か
ら
、
火
災
な
ど
災
害
に
よ
る
文
化
財
の
危
機
を

深
く
憂
慮
す
る
世
論
が
高
ま
り
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
昭

和
25
年
に
文
化
財
保
護
法
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
を
忘
れ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
で
の
火
災
を
受
け
、
平
成
31
年

4
月
17
日
に
文
化
庁
長
官
か
ら
、
文
化
財
関
係
者
に
対
し

て
防
火
対
策
の
徹
底
に
つ
い
て
の
依
頼
を
含
む
緊
急
コ
メ
ン

ト
を
発
出
す
る
と
と
も
に
、
平
成
31
年
4
月
22
日
に「
文

化
財
の
防
火
対
策
等
に
つ
い
て（
通
知
）」を
各
都
道
府
県

の
文
化
財
部
局
あ
て
に
発
出
し
、
文
化
財
の
防
火
対
策
に

つ
い
て
の
留
意
事
項
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
国
宝
・
重

要
文
化
財
の
防
火
設
備
等
の
緊
急
状
況
調
査
を
行
い
ま
し

た
。 国

宝
・
重
要
文
化
財
の
防
火
対
策
に
つ
い
て

文
化
庁 

文
化
資
源
活
用
課

 
 

文
化
財
第
一
課

世界遺産又は国宝　799棟

30年以上

20年以上30年未満

10年以上20年未満

10年未満
0棟

170棟（21.3％）

1,421棟（31.3％）

625棟（13.8％）

924棟（20.3％）

1,032棟（22.7％）

131棟（16.4％）

300棟（37.5％）

191棟（23.9％）

50棟 100棟 150棟 200棟 250棟 300棟 350棟

（※）その他、未設置や設置時期不明、設置の必要がない建造物が7棟ある。

重要文化財全体（世界遺産・国宝を含む）　4,543棟

30年以上

20年以上30年未満

10年以上20年未満

10年未満
0棟 200棟 400棟 600棟 800棟 1,000棟 1,200棟 1,400棟 1,600棟

（※）その他、未設置や設置時期不明、設置の必要がない建造物が541棟ある。

自動火災報知設備が整備・改修された時期について
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国
宝
・
重
要
文
化
財
の
防
火
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

文
化
庁
で
は
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
に
つ
い
て
総
合
的

な
防
火
対
策
の
検
討
・
実
施
に
資
す
る
よ
う
、
消
防
庁
、

国
土
交
通
省
と
連
携
の
下
、「
国
宝
・
重
要
文
化
財（
建
造

物
）の
防
火
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」及
び「
国
宝
・
重
要
文

化
財（
美
術
工
芸
品
）を
保
管
す
る
博
物
館
等
の
防
火
対

策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
作
成
し
、
令
和
元
年
9
月
2
日
に
各

教
育
委
員
会
や
文
化
財
所
有
者
等
の
関
係
者
に
周
知
し
ま

し
た
。

「
国
宝
・
重
要
文
化
財（
建
造
物
）の
防
火
対
策
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」で
は
、
建
造
物
固
有
の
特
性
、
敷
地
特
性
、
立

地
特
性
、
管
理
・
活
用
実
態
ご
と
に
、
想
定
さ
れ
る
火
災

リ
ス
ク
、
火
災
リ
ス
ク
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方
・
点

検
項
目
、
対
応
策
を
チ
ェ
ッ
ク
方
式
で
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
形
式
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
国
宝
・
重
要
文
化
財（
美
術
工
芸
品
）の
防
火

対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」に
つ
い
て
も
、
体
制
面
や
設
備
面
の

観
点
か
ら
、
防
火
対
策
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
に

沿
っ
た
対
応
が
な
さ
れ
て
い
る
か
チ
ェ
ッ
ク
方
式
で
確
認
で

き
る
よ
う
な
形
式
に
し
て
い
ま
す
。

文
化
財
の
防
火
対
策
の
徹
底

今
後
は
、
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
世
界
遺
産
・

国
宝（
建
造
物
）及
び
国
宝
・
重
要
文
化
財（
美
術
工
芸
品
）

を
保
管
す
る
博
物
館
等
に
お
い
て
整
備
等
が
必
要
と
な
る

防
火
設
備
等
を
緊
急
的
に
文
化
庁
に
お
い
て
把
握
し
、
文

化
財
の
防
火
対
策
に
つ
い
て
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
対
応

案
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
世
界
遺
産
・
国
宝（
建
造
物
）以
外
の
す
べ
て
の

重
要
文
化
財（
建
造
物
）に
お
い
て
も
、
文
化
財
所
有
者
を

は
じ
め
と
し
た
文
化
財
関
係
者
が
、
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
活

用
し
た
自
主
点
検
を
行
う
こ
と
で
、
建
造
物
の
燃
焼
特
性

（
ぜ
い
弱
性
）を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
防
火
設
備
等
の
整

備
、
消
防
訓
練
の
充
実
、
そ
の
他
の
防
火
対
策
に
つ
い
て

検
討
・
実
施
に
繋つ

な

げ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

文
化
財
は
、
火
災
等
に
よ
り
ひ
と
た
び
滅
失
・
毀き

損そ
ん

す

れ
ば
、
再
び
回
復
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
か
け
が
え
の
な

い
国
民
全
体
の
財
産
で
す
。
こ
れ
ら
の
財
産
を
確
実
に
次

世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
は
、
常
時
か
ら
防
火
設

備
、
消
防
訓
練
や
防
火
体
制
の
充
実
な
ど
、
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
両
面
か
ら
の
取
組
が
重
要
で
す
。
文
化
庁
と
し
て
も
、

我
が
国
の
貴
重
な
文
化
財
の
保
護
に
万
全
を
期
し
て
い
け

る
よ
う
、
技
術
面
・
財
政
面
で
の
支
援
を
し
っ
か
り
と
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

（
参
考
）

・
防
火
設
備
等
の
緊
急
状
況
調
査
の
結
果

http://w
w

w
.bunka.go.jp/koho_hodo_oshirase/

hodohappyo/1420029.htm
l

・
国
宝
・
重
要
文
化
財
の
防
火
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

http://w
w

w
.bunka.go.jp/koho_hodo_oshirase/

hodohappyo/1420851.htm
l

浄土寺（広島県）での防火訓練

http://www.bunka.go.jp/koho_hodo_oshirase/hodohappyo/1420029.html
http://www.bunka.go.jp/koho_hodo_oshirase/hodohappyo/1420029.html
http://www.bunka.go.jp/koho_hodo_oshirase/hodohappyo/1420851.html
http://www.bunka.go.jp/koho_hodo_oshirase/hodohappyo/1420851.html
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試
合
会
場

パ
ー
ク
ド
ー
ム
熊
本（
メ
イ
ン
会
場
）、
ア
ク
ア
ド
ー

ム
く
ま
も
と（
サ
ブ
メ
イ
ン
会
場
）、
熊
本
県
立
総
合
体

育
館
、
八
代
市
総
合
体
育
館
、
山
鹿
市
総
合
体
育
館

試
合
形
式【
全
96
試
合
】

・
予
選
ラ
ウ
ン
ド

 

6
チ
ー
ム
×
4
グ
ル
ー
プ【
全
60
試
合
】

・
メ
イ
ン
ラ
ウ
ン
ド（
2
次
リ
ー
グ
）

 

6
チ
ー
ム
×
2
グ
ル
ー
プ【
全
18
試
合
】

・
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
カ
ッ
プ（
13
位
〜
24
位
決
定
戦
）

 

12
チ
ー
ム【
全
12
試
合
】

・
順
位
決
定
戦

 

4
チ
ー
ム【
全
2
試
合
】

・
フ
ァ
イ
ナ
ル
ラ
ウ
ン
ド

 
4
チ
ー
ム【
全
4
試
合
】

2
0
1
9
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
世
界
選
手
権
大
会

の
開
催
に
つ
い
て

い
よ
い
よ
本
年
、
11
月
30
日
か
ら
、
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
世
界
選
手
権
大
会
が
熊
本
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
女
子

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
世
界
選
手
権
大
会
は
、
2
年
に
一
度
、
世

界
中
か
ら
24
か
国
が
集
ま
り
、
世
界
女
王
を
決
め
る
大
会

で
す
。
来
年
に
控
え
た
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
前
哨し

ょ
う

戦
と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
、
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

開
催
期
間

2
0
1
9
年
11
月
30
日（
土
）〜
12
月
15
日（
日
）

出
場
国（
グ
ル
ー
プ
分
け
）

2
0
1
9
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
世
界
選
手
権
大
会

ス
ポ
ー
ツ
庁
国
際
課

A
グ
ル
ー
プ

オ
ラ
ン
ダ

ノ
ル
ウ
ェ
ー

セ
ル
ビ
ア

ス
ロ
ベ
ニ
ア

ア
ン
ゴ
ラ

キ
ュ
ー
バ

B
グ
ル
ー
プ

フ
ラ
ン
ス

デ
ン
マ
ー
ク

ド
イ
ツ

韓
国

ブ
ラ
ジ
ル

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

C
グ
ル
ー
プ

ル
ー
マ
ニ
ア

ハ
ン
ガ
リ
ー

モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
ス
ペ
イ
ン

セ
ネ
ガ
ル

カ
ザ
フ
ス
タ
ン

D
グ
ル
ー
プ
ロ
シ
ア

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

日
本

中
国

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
D
R
コ
ン
ゴ
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大
会
開
催
の
意
義

平
成
29
年
3
月
に
策
定
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
で

は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
活
力
が
あ
り
絆
の
強
い
社
会
の

実
現
の
た
め
の
具
体
的
な
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
国
は
、

国
際
競
技
大
会
や
国
際
会
議
等
の
ス
ポ
ー
ツ
M
I
C
E

の
積
極
的
な
招
致
、
開
催
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国

際
的
地
位
の
向
上
及
び
地
域
ス
ポ
ー
ツ
・
経
済
の
活
性
化

を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
我
が
国
の
競
技
力
向
上
の
み
な
ら
ず
、

地
域
の
一
体
感
の
醸
成
や
ス
ポ
ー
ツ
人
口
・
関
心
層
の
拡

大
等
の
社
会
的
効
果
や
観
光
入
込
増
加
等
の
経
済
効
果
の

創
出
に
つ
な
が
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
庁
と
し
て
の
大
会
へ
の
関
り

2
0
1
3
年
10
月
に
熊
本
県
が
開
催
地
と
し
て
決
定
し

て
か
ら
、
各
都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市
の
ス
ポ
ー
ツ

担
当
者
を
集
め
て
開
催
し
た
ス
ポ
ー
ツ
庁
主
催
の
会
議

に
お
け
る
大
会
P
R
の
場
の
提
供
や
ス
ポ
ー
ツ
庁
公
式

S
N
S
で
の
情
報
発
信
等
、
主
に
広
報
的
な
方
面
か
ら
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
所
管
法
人
で
あ
る
独
立
行
政
法

人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
運
営
す
る
ス
ポ
ー
ツ

振
興
く
じ
助
成
に
よ
り
、
大
会
組
織
委
員
会
や
開
催
都
市

に
大
会
開
催
費
や
施
設
整
備
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

2
0
1
9
年
6
月
に
観
世
能
楽
堂（
銀
座
シ
ッ
ク
ス
）

で
行
わ
れ
た
組
合
せ
抽
選
会
に
は
、
鈴
木
ス
ポ
ー
ツ
庁
長

官
が
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
と
し
て
抽
選
に
参
加
し
、
出
場
す
る

24
チ
ー
ム
の
グ
ル
ー
プ
が
決
ま
り
ま
し
た
。

お
わ
り
に

ス
ポ
ー
ツ
庁
と
し
て
、
2
0
1
9
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

世
界
選
手
権
大
会
が
成
功
す
る
よ
う
関
係
団
体
等
と
密
に

連
絡
調
整
を
行
い
、引
き
続
き
必
要
な
協
力
・
支
援
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

大
会
自
体
の
成
功
と
と
も
に
、
2
0
1
6
年
3
月
に
発

生
し
た
熊
本
地
震
か
ら
の
復
興
と
い
う
意
味
で
も
、
ス

ポ
ー
ツ
の
力
を
活
用
し
、
世
界
中
に
ア
ス
リ
ー
ト
の
躍
動

す
る
姿
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
こ
と
に
期
待
し
ま
す
。ま
た
、

大
会
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
で
あ
る“

H
and in H

and”

「
1

つ
の
ボ
ー
ル
が
世
界
を
結
ぶ
」の
よ
う
に
、
本
大
会
の
レ

ガ
シ
ー
が
一
つ
の
ボ
ー
ル
と
し
て
、
今
後
、
日
本
国
内
で

の
開
催
を
控
え
る「
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
」や「
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー

ズ
2
0
2
1
関
西
」と
い
っ
た
国
際
競
技
大
会
に
つ
な
が

る
よ
う
ス
ポ
ー
ツ
庁
と
し
て
も
関
係
団
体
等
と
と
も
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

観世能楽堂（銀座シックス）での組合せ抽選の様子
（2019年6月）

大会PR等のため、くまモンがスポーツ庁長官を
表敬訪問した際の様子（2019年10月）



皆さん！「情報ひろば」を知っていますか？
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文部科学省ミュージアム「情報ひろば」における「文部科学省エントランス」（2F）及び「企画展示室」（旧庁舎3F）スペース
を活用し、文部科学行政に関する展示と情報発信を行っており、令和元年9月以降、以下の大学・研究機関等による新たな企画展
示を開始しましたのでお知らせします。文部科学省への来省の際は、是非お立ち寄りください！

「文部科学省エントランス」及び「企画展示室」において
新たな企画展示を開始しました！

［開催期間］令和元年10月1日～令和元年11月11日

和歌山大学
情報ひろば「文部科学省エントランス」（2F）

・�「和歌山大学がつくる新しい観光学～観光による持続可能な
発展を目指して～」
和歌山大学観光学部は、国立大学で唯一の観光学部として、観光学

分野における最先端の研究の推進をはじめ、UNWTO（国連世界観光機
関）による観光学教育の質保証制度「TedQual」を国内で初めて認証
取得するなど、質の高い教育研究を実践しています。

今回の企画展示では、①地域との連携に関する取組〔農村ワーキ
ングホリデーへの参加、企業の商品開発への参画、地域インターン
シッププログラム（LIP）の実践など〕、②国際的な連携に関する取組

〔UNWTO・PATA（太平洋アジア観光協会）との国際連携活動、海外で
のフィールドワークプロジェクト（GIP）の実践など〕の成果を実物やパ
ネル、映像などで紹介します。
【実物展示】  棚田米、自家製番茶、和歌山紋手ぬぐい、和歌山のえんどう豆、

紀州うすいきんつば、blossom ～さくら梅酒～ほか
【映　　像】 和歌山大学及び観光学部紹介
【パ ネ ル】  「観光による持続可能な発展を目指して」、「和歌山大学の観光

学教育」、「新しい観光学教育を⽀える仕組み」

［開催期間］令和元年10月1日～令和元年11月8日

立命館大学
情報ひろば「文部科学省エントランス」（2F）

・「水
すい

月
げつ

湖
こ

年
ねん

縞
こう

研究～世界の歴史をはかる年代ものさし～」
立命館大学古気候学研究センターでは、福井県の水月湖を始め、世界

各地の年縞を研究しています。
年縞とは、湖などの底に積もった地層がつくる特殊な縞

しま

模
も

様
よう

のこと
であり、この縞を数えればその年代を特定することができます。また、
縞の中には過去の気候変動や自然災害の履歴を知る重要な手がかりが
入っています。水月湖では、好条件がいくつも重なり、世界でも類を
見ないほどの年月にわたって年縞が形成され続けてきました。湖底から
45mまでは、年縞の枚数が全て数えられており、その数は約7万年分に
及びます。平成24年には、水月湖年縞の枚数が地質年代の「標準もの
さし」に採用され、平成25年からは世界的に運用が始まりました。

今回の展示では、ステンドグラス状に加工した水月湖年縞実物標本を
展示するとともに、古気候学研究センターの取組について紹介します。
【実物展示】 水月湖年縞、花粉模型、年縞定規
【映　　像】  年縞採掘のフィールドワーク風景、水中ドローンで撮影した水月

湖湖底、放射性炭素年代測定解説アニメーション
【パ ネ ル】  「奇跡の湖「水月湖」と年縞」、「世界の歴史をはかる年代ものさ

し」　ほか
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令和元年9月2日～令和元年12月19日

鳥取大学
情報ひろば「企画展示室」（旧庁舎３Ｆ）

・�「きのこ資源を活用して健康で安全な社会をつくる」
秋になると「きのこ狩り」に出かける方も多いのではないでしょう

か？この「きのこ」、実はカビ（菌類）の仲間です。植物や動物と並ん
で第3の生物ともいわれます。

鳥取大学農学部では菌類きのこを研究対象とする菌類きのこ遺伝資
源研究センターがあり、国内を中心に560属、1,650種、8,900株の世
界最大級の遺伝資源を保存しています。これら遺伝資源から機能性食
品、ヘルスケア用品、医薬開発に利用できる生物活性物質の探索、及び
安全性の高い生物農薬や植物生長調節機能を持つ農業資材の開発など
の研究を⾏っています。本展示では研究で得られた「菌類きのこ資源の
可能性」の一部を紹介します。
【実物展示】  様々な菌糸体標本、乾燥きのこ標本、きのこ栽培に使用する材

料、きのこ図鑑
【パ ネ ル】� 菌類きのこ遺伝資源研究センターの紹介と研究の取組紹介

令和元年9月2日～令和元年12月19日

筑波大学
情報ひろば「企画展示室」（旧庁舎３Ｆ）

・�「大規模災害発災直後に救助等の任務を行う消防隊員に必要な
食の準備について」
日本は自然災害による大規模災害が多く発生する国です。大規模災

害救助現場で全国各地から派遣される消防隊員等は、ヒトの生死を左右
すると言われる「72時間」というタイムリミットや不眠不休で災害活動
が⾏われています。災害派遣隊員を対象とした調査によると、約半数に
派遣中及び派遣後に体調不良が見られたという報告もあります。

筑波大学運動栄養学研究室麻見研究室では、大規模災害救助の任務
を⾏う消防隊員等に必要な食の準備が充分とは言いがたいという課題
に対して、長年にわたり現状調査を始め、大規模災害発生時消防隊員が
人命救助に臨むための「72時間以上活動可能な活動食・補給食」に対
する検討を実施してきました。さらに、現在は災害現場において、より
手軽に栄養補給ができるような、長期保存可能な高エネルギー食品も開
発中です。この度、過酷な環境下で任務に従事する消防隊員の現状から、
必要な災害活動食の必要性をパネル展示にて紹介するとともに、開発し
た長期保存可能な高エネルギー食品等の一部を紹介します。
【実物展示】� �消防隊員が災害現場で着用する装備例一式（つくば市消防本部

より借用）
【パ ネ ル】� �消防隊員の災害現場での過酷な現場、大規模災害時の消防隊員

の必要エネルギー量及び栄養素等の試算、72時間（３日間）分
の活動食・補給食メニュー、長期保存可能な高エネルギー食品
の開発商品　ほか



情報ひろばホームページへGO！⇒ http://www.mext.go.jp/joho-hiroba/

皆様のお越しをお待ちしています。是非、お気軽にお立ち寄りください。

情報ひろば INFO
所 在 地：〒 100 ─ 8959 東京都千代田区霞が関 3 ─ 2 ─ 2
交通案内：銀座線「虎ノ門駅」11 番出口 直結

千代田線「霞ヶ関駅」A13 番出口 徒歩 5 分
開館時間：月曜～金曜 10 時～ 18 時

※入館は閉館の 30 分前まで　※土曜日、日曜日、祝日、年末・年始休館
入 館 料：無料

〈お問合せ・団体見学申込先〉　文部科学省大臣官房総務課広報室事業第 2 係
TEL：03 ─ 6734 ─ 2170　Email：hiroba@mext.go.jp 

情報ひろば 案内図

1Fの直通
エレベーターで
3Ｆ展示室へ
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令和元年9月2日～令和元年12月19日

愛知県立大学
情報ひろば「企画展示室」（旧庁舎3F）

◦�「フィールドワーク写真展：世界の〈いま〉を切り取る学生の
まなざし」
愛知県立大学国際関係学科は、平成21年に外国語学部に新設され、

平成31年に設立10周年を迎えました。発足当初から、世界と日本の
多言語・多文化の現場で活躍する人材の育成を目指して、アクティブ・
ラーニングを含むユニークな教育実践に取り組んできています。特に、
社会調査に強い学生を輩出することを念頭に、プロジェクト型演習や
フィールドワーク実習なども盛んに実施しています。本学科の特色ある
⾏事として、平成23年から毎年開催している「旅の写真展」がありま
す。留学、海外調査、ボランティア、個人旅⾏などで世界を踏破する学
生たちが、自慢の写真を持ち寄って自作のパネルを作り、学内外で公開
展示してきました。この10年間の出展写真総数は約700点を数え、撮
影地は世界約80の国・地域に及びます。世界中で学生が活躍する本学
科の特色をよく示す⾏事であるとともに、教育成果の発信、地域貢献の
役割をもあわせもっています。

今回の企画展示では、本学科の学生や教員が、アジア、アフリカ、ヨー
ロッパ、北米、中南米、オセアニアの各地で自ら撮影してきた写真作品
約70点を公開展示します。グローバル化する世界のいまを活写する学
生たちの美しく迫力ある成果の数々を、会場でお楽しみください。

なお、会期中の11月初めに大幅なリニューアルをします。会期の前
半（9 ～10月）と後半（11～12月）で、写真作品の大部分が入れ替
わります。後半では、この夏休み期間中の学生による撮影作品を加え、
最新のフィールドワークの成果をお伝えします。

【パ ネ ル】  本学科の学生や教員が、アジア、アフリカ、ヨーロッパ、北米、中
南米、オセアニアの各地で自ら撮影した写真をもとに学生が自作
したパネル約70点、学科の概要、アクティブ・ラーニング教育実
践の取組、学生による自主的な調査研究や広報活動などを紹介
するポスター 

令和元年9月2日～令和元年12月19日

香川大学
情報ひろば「企画展示室」（旧庁舎3F）

・�「四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構の大規模災害に備
える先駆的取組」～レジリエンス・サイエンス（減災科学）から
人材育成まで～
香川大学四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構（以下「危機

管理機構」という。）は、防災・危機管理に関する教育、研究、並びに地
域防災力向上に資する活動を目的に、平成28年4月に設置されました。
危機管理機構では、南海トラフ巨大地震など不測の事態に対応するため
危機管理に関する学術的研究及び人材育成等を⾏い、災害に強いレジ
リエンスな地域の実現を目指した取組を進めています。

この度、危機管理機構で進めている大規模災害に備えた先駆的な取
組について、展示を通して御紹介します。

【実物展示】 ローテク防災術（さぐり棒、新聞紙スリッパ、簡易雨量計）　ほか
【映　　像】  ローテク防災術及び災害対応能力訓練シミュレータ、新聞紙ス

リッパの作り方
【パ ネ ル】  「防災士養成講座と次世代の人材育成」、「四国防災・危機管理

プログラム」、「誰でもできるローテク防災術」　ほか

http://www.mext.go.jp/joho-hiroba/
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